
周りにある景色を見て　　　　　　　　《高校生・一般の部　金賞》
広島皆実高等学校１年　丸岡　由芽
電子メディアの使い方はたくさんあります。本を読んだり、動画を見たり、ゲームをしたり。どれも場所を問わず短時間ですることができます。しかし、誰からも手が届きやすく容易に使うことのできる電子メディアばかりを見て、あなたの周りに本当にある大切なものを忘れていませんか。本にある独特な香りや、実際に見る風景、体を動かして友人達とレクリエーションをすることを忘れていませんか。電子メディアの世界は広く深いです。しかし、現実に今見ている世界はネットなどの世界よりも圧倒的に広く深く、そして色とりどりなのです。肌で感じる温度、遠くからきこえる鳥の鳴き声。電子メディアのように電子的な信号で送られるものではなく目の前にあるものに、もっと目を向けてみませんか。今、自分の周りにあるスマートフォン、パソコンを少しでも止めて、周りの景色を見て下さい。現実と電子メディアを使い分けられますか。あなたの人生が有意義になるためには本来のものに目を向けることが大切なのです。
ＳＮＳの上手な使い方　　　　　　　　《高校生・一般の部　銀賞》
広島皆実高等学校３年　米田　百々
私はスマートフォンを使用するにあたって、特にＳＮＳの使用についてはよく考えて使用する必要性があると感じました。
ＳＮＳは誰とでも簡単につながることができますが、それ故に直接会って会話をする必要性や機会がへり、自分を表現する技術が十分に身につかないまま大人になる危険性があります。看護の授業で私は、言語的コミュニケーションよりも非言語的コミュニケーションの方が圧倒的に感情を表現しやすいという事を学びました。しかしＳＮＳでは非言語的コミュニケーションを伝える事は難しく、その中で誤解が生まれる場合だってあり得ます。ＳＮＳによって関係が気まずくなってしまい、その中からいじめ等にもつながる可能性もあります。ＳＮＳによってその様なことにならないため、私達はＳＮＳは程々に、大切なことはＳＮＳですませるのではなく、直接本人と会って話すことで、友達とより良い関係を築いていけるのではないかと思います。
距離を保って　　　　　　　　　　　　《高校生・一般の部　銅賞》
広島皆実高等学校３年　渡邉　華香
電子メディアと上手につきあうには適切な距離を保つことが大切だと考えます。
近年ＳＮＳなどでネット上で新たな出会いや人間関係を築くこともできます。しかし、顔の見えない関係を本当に仲間や友達、もしくは恋人だと心から思えるのでしょうか。実際に、ネットで出会えた友達のおかげで生きることに誇りを持てた人もいると思います。その反対にネット上の出会いによって事件に巻き込まれた人もいます。事件を起こさないための予防として電子メディアから一方的な考えで遠ざけてしまえば、前者はどうなってしまうのでしょうか。メリットとデメリットが紙一重の電子メディアの世界では、距離というのがとても重要です。知りたいと思う気持ち、互いを思う関係、そして、危ないと思った時の勇気ある撤退をキーワードに自分と電子メディアとの適切な距離を保っていくことこそが上手なつきあい方だと思います。電子メディアと上手につきあうことでよりよいネットワーク社会に生きる人が増えると良いです。
ＳＮＳの利用について　　　　　　　　　 《高校生・一般の部　銅賞》
広島皆実高等学校３年　西浦　梨菜
私は、電子メディアの中でも特にスマートフォンと上手く付き合っていくためには、ＳＮＳでのやり取りは連絡を取り合うことを中心に利用するべきだと考えます。
私は普段、学校で話しにくかったことを家に帰ってＳＮＳを使って友達に相談したり、逆に相談されたりすることがあります。確かに、ＳＮＳはいつでも簡単に連絡を取り合うことができ非常に便利です。しかし、ＳＮＳで相談をする上での欠点として、相手の表情や声が分からないという点があります。友達関係での悩みなどでは相手の感情が大切になってくると思います。人は言葉よりも表情や声のトーンといった非言語的コミュニケーションでほとんどの感情等を読み取るそうです。私もＳＮＳ上での言葉だけよりも、直接話している時のほうが相手がどれだけ辛いのかが伝わり、より気持ちに寄り添えると思います。
このことから、ＳＮＳで伝えていいことと面と向かって話した方がいいことを考えて利用していくべきだと考えます。
スマホは「スマホ袋」に
広島大学附属高等学校２年　小林　美晴
　先日の新聞記事で漫画と雑誌を除いた本を一ヵ月に読む冊数が「０冊」の人が33％と３人に１人の割合を上回ったというものを読んだ。その原因を「電子メディアに費やす時間が増えた」とする回答が73％を占めていた。こういった「本離れ」はもちろん、電子メディアとのつきあい方を考えなければ様々な悪影響が降りかかってくる。私自身もスマホを触る時間が長く、そのために多くの時間を無駄にしてきた。そんな時に始めたのが「スマホ袋」である。家にいる時はスマホ袋にスマホを入れて、絶対に触らないようにする。そのスマホ袋は母親の目の届く場所にあるため、誘惑にかられても手が伸びることのないようにしている。このスマホ袋を始めた頃はスマホがないことに多少もの足りなさを感じていたが、数日たつとスマホがない生活に慣れることができた。
自分一人でではなく家族にも協力してもらうことで、自分に負荷をかけずにスマホから離れることができたと思う。
便利の裏側
広島大学附属高等学校２年　泉　裕揮
今日、携帯電話やスマートフォンが我々にとってとても身近な物になってきています。これらは上手に使いこなせばとても利便性の高いツールなのですが、時として利用者にとって「毒」となることもあります。その顕著な例には「ＳＮＳ利用」が挙げられます。連絡を取り合うといった事務的なやりとりから、日常の中で思ったことを文字に起こし可視化して「呟く」といったコミュニケーションや娯楽のようなものまで、ＳＮＳの形は様々ですが、これら全てある共通点を持っています。相手が「人間」だということです。人間は誰だって悪口など言われたら傷つきます。そんなこと皆分かってるから面と向かって悪口を言うことなどあまりありません。しかし、ＳＮＳの場合、眼前にあるのは人間ではなく機械です。人間とは不思議なもので機械には躊躇せず悪口を書き込めるのです。無論相手は傷つき、履歴にも残ります。ネット上の不注意が現実世界に軋轢を生じてしまうのです。スマホや携帯は便利ですが強い副作用を持っています。用法・用量には注意が必要です。
家族から学ぶメディアとの付き合い方
広島皆実高等学校２年　高橋　ことは
　私は高校に合格してから初めて自分の携帯電話を買ってもらった。中学の頃は携帯を使っている友人をうらやましく感じたことを覚えている。しかし、私の携帯電話と一緒に家族兼用で購入したタブレット端末をここ最近中学生の妹が長時間利用しているのを家で見かけていた。毎日動画を沢山見ていて端末を離す時間がなくなり、ついに父が端末を使用禁止にしてしまったという出来事があり、メディアについて改めて考えることができた。
振り返ると私が中学の時に携帯電話を持たせてもらえなかったのは、その年に合ったメディアとの付き合いをする為だったということが分かる。家のパソコンで調べ物をして、休憩に少し動画を見る程度が、妹の年齢の学生にとってのメディアとの適切な付き合い方なのではと考えた。
今回のように家族の中での出来事はとても身近に感じる。もしかしたら私も携帯電話の利用が過剰になり生活に支障が出るかもしれない。改めて自分の生活と共に見直し、携帯電話と適切に付き合っていきたい。
スマートフォンに頼るべきか
広島大学附属高等学校２年　佐々木　優果
　電子メディアのなかでもとりわけスマートフォンは、私たち高校生と密な関係にあります。スマートフォンに費やす時間は勉強面だけでなく家族や友人との関わり方にも影響を与えているのではないでしょうか。使用している間は目が疲れるのはもちろん、ＳＮＳ上のやりとりには、心まで疲れることもよくあります。私自身もＳＮＳ上のやりとりで友人とぎくしゃくしたことがあり、過剰にＳＮＳを使用するのは良くないと痛感しています。また、単純にスマートフォンを買ってからは家族と話す時間が減ったと強く感じています。確かにスマートフォンをすることは楽しく、便利ですがたった１つの機械が家族との時間をここまで減らしてしまうことには恐怖を感じます。では、私たちはどうすればスマートフォンに頼りすぎることを防ぐことができるのでしょう。私はやはり、家族や友人に頼ってみたらいいかなと思います。スマートフォンのルールを決めたり、他の楽しいことをしたり。頼るべきはスマートフォンではなく、家族や友人ではないのでしょうか。
電子メディアと学習の距離
広島皆実高等学校３年　永柴　怜奈
　電子メディアは私達学生にとって時に敵へと変化します。それは学習時です。学習にしっかり集中できるように私はルールを決めて実行する事が大切だと考えます。私の中のルールは２つあります。
一つ目は、勉強机に置かない事です。目の届かない場所へ置いていると目の前の勉強に集中できるようになります。携帯をさわる時間がない分効率良く学習ができると思います。
二つ目は、時間を決めて使用する事です。勉強には休憩も必要です。しかし一度携帯を触ってしまうと手放せなくなりがちです。オンとオフを時間を決めて区切りをつける事で携帯で長い時間とられるのを防ぎます。
このように私は２つのルールを決めて学習に取り組んでいます。しかし、ルールの適応には個人差があります。自分に合ったルールを作り、自分の欲求を自分でコントロールしながら学習に取り組んでいく事が重要です。電子メディアはこれから時代が変化していく中でなくてはならない存在となります。私達はそれらと上手に付き合う事が課題です。
自分で考える大切さ
広島皆実高等学校３年　中野　安希菜
私は電子メディアで何かトラブルを起こしたことはありません。よく家庭内でルールを決めましょうなど耳にしますが私はそうではなくきちんと自分で自制するしかないと思います。
学校に居れば防犯教室等で専門の方が詳しく説明してくださいます。また最近はテレビでも注意すべきことを簡単に教えてくれます。このようなことをしっかり聞いていれば自分で考え、しては良いこと、ダメなこと等が分かると思います。管理ができなければ持たなければいいのです。少し極端かもしれませんが現代に生きている私たちはその位しないとすぐ犯罪に巻き込まれてしまいます。悲しんだり苦しい思いをするのはきっと自分や大好きな人たちです。
今、あいまいな気持ちで電子メディアと向き合っている人はこの世の中たくさんいると思います。大切な人を傷つけないためにも自制する心を持ち真剣に電子メディアと付き合うことが良い世の中になる第一歩だと私は考えます。
電子メディアの難しさ
広島大学附属高等学校２年　生徒
ほとんどの高校生が持っている、スマートフォンなどの電子機器を、一体どれほどの人がその危険を理解して使っているのだろうか。ＬＩＮＥなどを通じて世界中の人とつながることのできる時代である。しかし、その便利さばかりにとらわれて、自分が加害者や被害者になる可能性を甘く見ているように思う。画像や動画の投稿の際、個人情報の扱いには十分注意したり、安易に悪口を書き込むのはやめるなど心がけるべきだ。
また、ふとした発言が無意識のうちに誰かを傷つけてしまったり、情報交換をする中で嘘の情報が拡散されることもある。しかし、素早い情報の拡散によって助かった例もみられる。私たちはメディアの難しさを知った上で、便利さを最大限活用することが大切なのである。
情報を提供する側、受けとる側の両方がメディアの在り方を知り、情報の不確かさについて考えなければならない。
インターネットの正しい利用の仕方
広島大学附属高等学校２年　森　真以子
私はＪＲと市内電車を乗り継いで通学している。片道約１時間。その時間、もちろん勉強もするが、スマートフォンは私にとって必須のものとなっている。時には、勉強もせず、ずっとスマートフォンをいじっていたりすることもある。私がその時利用しているのは、専らインターネットだ。趣味や好きなことについてあれこれと調べたり、ニュースを見たりしていると、時間はあっという間に過ぎてしまう。このような私とインターネットのつきあい方で、私が問題視するのは、「暇つぶし」のためのインターネット利用だ。調べようとしていることが、その時、本当に知りたいことなのか。私は、インターネット利用が「やりたいこと」から「暇つぶし」へと変化してしまったとき、目的を無くしたことによって私たちは時間を忘れてスマートフォンをいじり続けてしまうのだと考える。今何を調べたいのか、知りたいのか。それをきちんと考えておき、さらにスマートフォン以外の「暇つぶし」手段を持つことで、正しく適切にインターネットを利用したい。
インターネットの普及と子供たちの変化
美鈴が丘高等学校２年　茶谷　拓海
友達と小学生の頃を思い出して話題に上げてみると不思議と学校は違うのに「懐かしい。」、「俺もやっていた。」と自然と話が盛り上がる。内容はカードゲームや夕方に放送していたテレビ番組など様々だ。
最近の子供は昔に比べて外で遊ばない、というのを聞いたことがある。もう既に自分のスマートフォンを所有している子供、ご飯中にも関わらず家族と会話をせず、一人ゲームやＹｏｕＴｕｂｅを観ながら食べている子供の話も聞いたことがある。私自身よくゲームもしていたし、無理やりインターネットと子供を離すのもどうかと思う。上手く活用すれば様々な知識を得ることもできるからだ。
だが、自分自身まだ高校生であり小学校を卒業したのもわずか五年ほど前だが、確実に子供とインターネットの関係は深くなり続けている。まだ知識が十分でないため問題に巻き込まれやすく、学校だけの問題では済まないようなことが起こる可能性もある。
ネットはこれからいつでもできる。今しかできないことをもっと経験してもらいたい。
私とテレビ
広島市立広島特別支援学校高等部１年　谷川　真一朗
私はテレビが大好きです。特に貴族探偵という月曜日九時にあるドラマが好きです。理由は、貴族探偵は最初まったく推理をしませんでしたが、最後貴族探偵が一言ズバッと言う所が好きです。
テレビで楽しいことは、家族団らんで見ることです。その理由は、家族全員で見ると楽しいからです。
わくわくすることは、明日どんな番組があるか楽しみなことです。
でも、テレビに近すぎると目が悪くなることもあり、最悪の場合、視力が落ちることもあります。その点、私はちゃんとテレビから離れて見ています。テレビを見る時間も決めています。
みなさん、これからテレビを見るときは、ちゃんと離れて見ましょう。そうすれば楽しくテレビが見れるでしょう。
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